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ベンフラカルブ5%粒剤(オンコル粒剤5)のホウレンソウ・ハコベハナバエに対する農薬

登録の取得 

[要約] ホウレンソウ・ハコベハナバエの防除におけるベンフラカルブ5%粒剤の適用拡

大のため、薬効、薬害試験を行った。その結果、平成25年3月13日付けで適用拡大登録

された。本剤の使用によりホウレンソウのハコベハナバエが防除できる。 
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[背景・ねらい] 

 平成 19 年 10 月に相模原市の秋まきホウレンソウでハコベハナバエによる被害が、全国

で初めて発見された。その後、数都県でホウレンソウ被害の報告があり、被害は広範囲に

発生していることが明らかとなった。本種による被害は 10 月から 5 月まで認められ、幼虫

がホウレンソウの葉身及び葉柄内部を食害し、さらに生長点付近に侵入するため生育不良

ひいては枯死に至ることもある。ホウレンソウのハコベハナバエに対する登録農薬がない

ため、既登録のベンフラカルブ 5%粒剤の適用拡大登録を図る。 

 

[成果の内容・特徴] 

１ ハコベハナバエに対し、ベンフラカルブ 5%粒剤の 3kg/10a 播種時土壌混和は処理 50

日程度効果が持続し、実用性がある(表 1、2)。 

２ 薬害及び倍量薬害は認められない(表 3)。 

３ 以上の結果をもとに、ベンフラカルブ 5%粒剤(オンコル粒剤 5)はホウレンソウのハコ

ベハナバエに対し、平成 25 年 3 月 13 日付けで適用拡大登録された。 

 

[成果の活用面・留意点] 

１ 本剤の登録内容は、使用量「3kg/10a」、使用時期「播種時」、使用方法「全面土壌混

和」、使用回数「1 回」である。 

２ ラベルに記載された安全使用基準を守り、正しく使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [具体的データ] 
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表1　ベンフラカルブ5%粒剤のハコベハナバエ防除効果(平成22年春まき)

供試薬剤 処理量 区制
(5/12) (5/26)

ベンフラカルブ5%粒剤 3kg/10a 4区平均 2.4 46.3

対無処理比 26.4 96.1

無処理 4区平均 9.1 48.2

対無処理比 100.0 100.0

播種及び薬剤処理日：平成22年3月19日

表2　ベンフラカルブ5％粒剤のハコベハナバエ防除効果(平成23年秋まき)

供試薬剤 処理量 区制

ベンフラカルブ5%粒剤 3kg/10a 3区平均 0.0 0.0 0.0

対無処理比 0.0 0.0

無処理 3区平均 0.0 1.8 2.9

対無処理比 100.0 100.0

播種及び薬剤処理日：平成23年10月20日

被害度：(少+2中+3多)/3(調査株数)。少：被害葉1枚の株数、中：被害葉2
～3枚の株数、多：被害葉4枚以上の株数。

被害度：(少+2中+3多)/3(調査株数)。少：被害葉1枚の株数、中：被害葉2
～3枚の株数、多：被害葉4枚以上の株数。

処理54日後 処理68日後

(11/9)
処理20日後

(11/21)
処理32日後

(12/5)
処理46日後

被害度

被害度

表3　ベンフラカルブ粒剤のホウレンソウに対する薬害
供試薬剤 処理量 薬害

ベンフラカルブ5%粒剤
3kg/10a

6kg/10a －

無処理 －

－


